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発表の流れ 

• 開発背景 

 

• パッケージの機能説明 

 

• パッケージ適用例 
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開発背景 

IUGONET 

京大・生存研 

京大・理・ 
附属天文台 

京大・理・地磁気センター 

バーチャル情
報拠点による
連携強化 

観測DB 

(+解析ソフト) 

極地研 

名大・STE研 

地磁気研究 

コミュニティ 赤道大気研究 

コミュニティ 

国内他機関・大学 

海外研究者 

他の地球科学
分野へ展開 

太陽物理学 

コミュニティ 

電磁気圏研究 

コミュニティ 

極域研究 

コミュニティ 

東北大・
PPARC 

磁気圏研究 

コミュニティ 

九大・宙空
研 

地磁気研究 

コミュニティ 

XML 

XML 

XML 

XML 

XML 

XML 

XML 

メタデータDB 

超高層大気科学 

バーチャル情報拠点 

衛星、数値モデ
ルデータへの拡
張 
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観測データ 

開発背景 

IUGONET 

解析 

ソフトウェア 

研究者 

観測データ 

①アクセス 

観測データ 観測データ 観測データ 観測データ 

メタデータDB検索 

②データ検索 

③データ取得・解析 

④結果 
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統計的な有意性を検証
する機能の必要性有り 
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                   差の検定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相関係数解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統計検定を含む解析パッケージ 

データ整形 

(補間、規格化等) 

正規性 

検定 

マンホイットニー
U検定 

Welch検定 

相互相関係数計算 

無相関検定 

少なくとも一方が 

正規分布ではない 共に正規分布である 

コヒーレンス解析 

 

 

 

 

コヒーレンス計算 

偏差解析 

 

 

 

 

特定の周波数除去
後再解析 

          トレンド検定 

 

 

 

傾向性を判定 
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2系列データ対象 



機能説明 

データ補間方法 
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・データ１内の最小時間間隔を１目盛として、等間隔に時間軸を決定 

・その時間軸に対して、データ１及び２のデータを宛てていく 

・時間に対応した点がない場合は線形補間によって補う 

データ２ データ１ 

等間隔に補間 データ１の補間間隔 

に合わせて補間 
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機能説明 

差の検定 

乱数 

振幅2倍 

振幅1倍 

相関：低 

平均値は同じとみなせる 
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機能説明 

ある周波数（例えば日変化）が強く出ているデータの背後にある長周期変化を調べる 
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特定周波数除去処理 

人工データ 
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機能説明 

ある周波数（例えば日変化）が強く出ているデータの背後にある長周期変化を調べる 
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特定周波数除去処理 

人工データ 
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機能説明 

トレンド検定 
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トレンドなし 

微小増加データ 

上昇トレンド有り 

回帰直線は上昇 

統計検定量 ｔ がある有意水準 

の閾値よりも絶対値が小さい 

 ⇒ 傾向があるとは言えない 
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機能説明 

• 解析時間の指定 

• 補間間隔の指定 

• 相互相関の最大最小ラグ指定 

• 各検定における有意水準指定 

• 欠損値指定 

• コヒーレンス計算時の平滑化幅 

• 偏差解析を行うかどうか 

 

パッケージオプション一覧 
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パッケージ適用 

2012/2/23 

★ 

★ 

★ 
女満別 

北緯：43.903 

東経：144.189 

柿岡 

北緯：36.232 

東経：140.186 

適用対象データ観測点 

Meteor rader 

Kototabang 

南緯：0.203  

東経：100.318 

地磁気 

地磁気 

流星 

個数 
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パッケージ適用 
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相関が高いとされるもの ⇒ 柿岡、女満別の地磁気日変化振幅データ 

柿岡 

女満別 

高い正相関 

1957 2011 
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相関が未確認の（おそらくない）もの ⇒ F10.7 indexと日本の自殺者数 

パッケージ適用 

2007 2011 

自殺者数 

F10.7 

相関：低 

検定：無相関である 
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トレンド検定適用例 流星高度トレンド 

高度 

流星高度分布 

Gauss fitting 

個数 

90km 

流星高度は大気密度に依存 

大気の温度構造の変化は大気密度の 

変化をもたらす 地球温暖化により流星高度 

分布の変動が観測されるの 

ではないか 
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120 

60 

トレンド検定適用例 流星高度トレンド 

2012/2/23 

高度 

高度 

有意水準1%でトレンドが 

あるとは言えない 

ガウスフィッティング後の平均値 

流星個数データ 
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実装 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

解析ソフトウェア上に統計的有意性を検証する機能が必要 
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⇒  差の検定  ［分布が同一とみなせるか］ 

⇒  相関解析  ［無相関検定を含む相互相関計算］ 

⇒  周波数解析 ［周波数領域での相関］ 

⇒  偏差解析 ［特定周波数を差し引いたのち再度相関解析］ 

⇒  トレンド検定 ［上昇(下降)傾向の有無を検定］ 

解析・検定パッケージを各種データに適用 

⇒  現状問題なく処理が行われていることを確認 
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